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アンネ・フランク
1929. 6. 12（ドイツ・フランクフルト生まれ）〜1945（ドイツ・ベルゲン・ベルゼン収容所にて死去）

アンネが “隠れ家” で暮らしている間につづった日記は、のちに現代史に
おける最も衝撃的な文学作品のひとつとなった。それは過去に起きた恐ろ
しいできごとの証言であり、未来を担

にな

う世代への厳しい警告である。

アムステルダムの自宅の裏にあった文房具店で、アンネは13歳の誕生日プレゼント
に買ってもらいたいものを見つけた。それは赤と白の表紙がかわいい正方形の日記帳
だった。アンネが日記帳をプレゼントしてもらってまもなく、多くのユダヤ人にとっ
ても、アンネにとっても、人生を大きく変えるナチスによる迫害が始まる。その数年
前からすでに不快な経験をしてはいたが、ついにフランク家もアドルフ・ヒトラーの
反ユダヤ主義の政策から逃れるため、アンネが生まれたフランクフルトを離れ、オラ
ンダへ移らなくてはならなくなった。しかし、ドイツはすぐにオランダに侵攻、ユダ
ヤ人に対する迫害や国外追放が始まるのは時間の問題だった。1942年7月、アンネの
誕生日の数週間後、彼女は父オットー、母エーディト、姉マルゴットの家族とともに、
オットーが用意した隠れ家へ移る。そこは彼が働いていたオフィスの上階のアパート
にあり、隠れ家への入り口はスライドする本棚で隠されていた。アンネたちは、戦争
が遅かれ早かれ終わるだろうという望みを抱きながら、外部の世界に一切触れること
なく、2年間を隠れ家で過ごすことになる。アンネは隠れ家での暮らしのなかで、架空
の親友キティに手紙を書くという形で、誕生日にもらった日記帳に自分の生活をつづ
るようになった。1942年の終わりには、日記帳のすべてのページが埋め尽くされたが、
アンネはノートや紙切れに、悲劇の2年間の生活を最後まで書き続けた。彼女の日記
には、わずか数m2のスペースを分け合って暮らす2つの家族（隠れ家にはファン・ペ
ルス家と、フリッツ・プフェファー氏も住んでいた）の日々の生活が事細かに記され
ていた。予想外の行動に衝突や口論が起きたり、冗談で笑ったり、ときに険悪になっ
たり、そして、何よりつねに発見される危険に怯

おび

えながら過ごす毎日だった。

彼女の有名な日記だけでなく、何枚かの写真もアンネ・フランクの人生について多くのことを教えてくれる。
この写真は1941年に撮られたもの。アンネの写真のほとんどは、日常的にカメラを使っていた父オットー
によって撮影された。家族の日々を記録したポートレートやスナップのなかに、幼少期からのアンネの姿が
残されている。
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食事や最低限の必要な品物をこっそり運んでくれる友人たちは、アンネのために本も差し入れてくれた。
アンネは本が届くのを辛

しん

抱
ぼう

強く待ち続け、届くとむさぼるように読みふけり、生まれながらの文才に磨きを
かけていくが、1944年8月1日、「やさしく勇敢な人になろう」とノートに書いたのを最後に日記は終わる。
その3日後、アンネたちは隠れ家から発見され、逮捕されることになる。アンネと姉マルゴットはベルゲン・
ベルゼン収容所へ移送され、そこでチフスにかかり、命を落とした。アンネの日記は友人によって保管され、
終戦を迎えたとき、収容所生活を生きのびたアンネの父オットー・フランクのもとに届けられた。オットー
はごくプライベートな記述だけを削除し、彼女の日記を出版することを決心する。1947年、『隠れ家』[邦
訳タイトル『光ほのかに：アンネ・フランクの日記』（文芸春秋新社・1952年）]のタイトルで、初めてア
ンネの日記が世界に送り出された。ニュルンベルグ裁判で示されたように、1000件以上の大

だい

虐
ぎゃく

殺
さつ

があった
という恐ろしい事実の証人でもあるこの日記は、これまで世界で3000万部以上、販売されている。

P.134 ● 1935年に撮影された授業中のアンネ・フランク（教師の横に座っているのがアンネ）。彼女が1934年から1941年まで通っ
ていたアムステルダムの第6モンテッソーリ・スクールは、現在、彼女の名前を冠している。自分自身について語り、感情を表現す
ることを生徒たちに奨

しょう

励
れい

する、革新的な教育が実践されていた。

P.135 ● 1937年、アムステルダムのレーデルマン家の砂場で遊ぶアンネ（左から2人目）。日記の出版後、オットー・フランクは送
られてくる何千もの手紙に返事を書いたが、手紙の最後にはよく次のような文章をしたためた。「アンネの本がこれからのあなたの人
生に影響を与え、あなたの環境が許すのなら、団結と平和のために働く人になってくれることを願っています」。
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1952年、群馬県生まれ。
10歳頃から医者になる
目標をもち、慶應義塾大
学医学部に進学して心

臓血管外科医となる。医師として働くうちに地球を外側
から見てみたいと思うようになり、1983年、宇宙開発事
業団（現・JAXA）の宇宙飛行士募集の新聞記事を見て応
募し、選出された。1994年、アジア人女性初の宇宙飛行
士としてスペースシャトル・コロンビア号に搭乗。1998
年にもディスカバリー号で宇宙に向かい、2回の宇宙滞在
の間に多くの実験を行った。

アジアで最初の 
女性宇宙飛行士

向
む か

井
い

千
ち

秋
あ き

（宇宙飛行士）

幼い頃から両親の影響により美術や音楽に関心をもつ。
学習院大学哲学科に入学後、1952年にアメリカにわたり、
ニューヨークで芸術活動を開始。常識にとらわれない独
自の表現方法で、数々の作品やパフォーマンスを発表。
1969年、世界的なバンド、ビートルズのメンバーである
ジョン・レノンと結婚。人類の愛と平和に向けて芸術を
通したメッセージを発信する活動をともに行い、ジョン
の死後も精力的に活動している。

1929年、長野県生まれ。絵画や立体作品、鏡の部屋等の
アートで知られ、独自の水玉や網目を用いた表現で「水玉
の女王」と呼ばれる。子ども時代、自分自身の幻視や幻聴
などの体験をきっかけに絵を描き始める。1957年に渡米
後、欧米諸国で多くの作品を発表。見る人に強い印象を与
える個性豊かな作風には人間愛と平和のメッセージが込め
られ、前衛芸術家として高く評価を得て、世界中で多くの
賞を受賞。ファッションデザインや小説などでも活躍。

1938年、東京都生まれ。
高校で進路に迷ってい
たときに工業デザイン
を知る。東京藝術大学

卒業後にデザイン事務所に入社し、照明デザインと出会
う。海外で照明デザインを学び、帰国後に事務所を設立。
照明デザインの先駆者として東京タワー、レインボーブ
リッジ等多様な都市照明を手掛け、海外のプロジェクト
やオペラの照明などにも進出。また、自費で日本国内を「ラ
イトアップ・キャラバン」して光の可能性を提案するなど、
光の文化の開拓者として活躍し続けている。

ベルリン生まれ。母は日
本人のピアニスト、父は
スウェーデン人の画家。
幼いときに日本に帰国、

母の手ほどきでピアノを始め、10歳からレオニード・ク
ロイツアー氏にも師事。東京藝術大学卒業後から本格的
に音楽活動を開始。国籍を失い、一時両耳の聴力を失う
など不幸に見舞われながらピアノを続ける。1999年、テ
レビのドキュメンタリー番組がきっかけで輝きを取り戻
し、現在は世界中でリサイタルを行っている。動物愛護
などの活動家でもある。

型破りの芸術活動で平和を訴える

オノ・ヨーコ（芸術家、音楽家）

水玉模様を通して描かれる世界

草
く さ

間
ま

彌
や よ い

生（前衛芸術家）

世界の暮らしを 
ライトアップ

石
い し

井
い

幹
も と

子
こ

 
（照明デザイナー）

よみがえった 
魂のピアニスト

フジコ・ヘミング 
（ピアニスト）

1942年、東京都生まれ。
慶應義塾大学を卒業後、
スタイリストの仕事を

経て独立。自立して生きるためにファッションの道を選
ぶ。1969年、コムデギャルソン（フランス語で「少年の
ように」の意味）の名前でブランドを設立し、服の製造・
販売を開始。1981年、パリコレクションに参加、独創的
な作品を発表し続け、ファッションに新しい価値観を提
案したと評される。以降、欧米のデザイナーにも影響を
与え、経営者としても活躍、世界中で支持されている。

ファッションに 
新風を吹き込む

川
か わ

久
く

保
ぼ

玲
れ い

 
（デザイナー）

1939～2016年。福島県生まれ。小学４年
生で体験した那須連峰登山をきっかけに、
登山の魅力を知る。昭和女子大学を卒業後、
社会人の山岳会で本格的に登山を始める。
1969年、女子登

とう

攀
はん

クラブを設立して女性
の登山活動を推進。1975年には女性初の
エベレスト登頂に成功、その後も世界の山々
に登頂し、女性として世界初の七大陸最高
峰登頂者となった。また、山の環境保全や、
2011年の東日本大震災の被災者を励ます
活動などにも、積極的に取り組んだ。

女性初、 世界最高峰の登頂者

田
た

部
べ

井
い

淳
じゅん

子
こ

（登山家）

ⒸYAYOI KUSAMA
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